平成２６年度第２回大阪府立学校腎検診判定審査会
日　　時：平成２６年１２月４日(木)１６：００～１８：００ 
場　　所：大阪府立急性期･総合医療センター　本館３階第５・６会議室
出席状況：６名（椿原会長、勝二委員、林委員、鈴木委員、芦田委員、伊賀委員）
（事務局）大阪府教育委員会事務局教育振興室保健体育課　主任指導主事　澤田
指導主事　本田
１　開会

２　挨拶　　

３　議事

（１）一次精密検診受診者の判定について　　

　　　府立学校腎検診システム※における判定対象者（判定整理番号８０～１６６）８６名の一次
精密検査結果について、事務局から説明後に審査。
※二次検査結果において尿蛋白クレアチニン比0.2以上の児童生徒等に対し、同審査会にて作成した腎専門医及び協力施設リスト中の病院に受診指導の上、結果報告書に基づき同審査会にて適切な指導がされているか判定する。

①非専門施設受診の児童生徒について（４名）
・A及びBについては、追加指示なし。
　　・Cについては、「次年度の学校での尿検査にてフォロー」と指示があるため、次年度の二次
検査においても所見がある場合は、専門医の受診を勧める。
・Dについては、早朝蛋白尿に所見があることから、起立性蛋白尿とする。
　②専門施設を受診しているが、指導管理区分「D」以上の児童生徒について（８名）
・E、Fについては、障がいから「D」以上となっていると考えられ、追加指示なし。
・Gは、糖尿病であり、追加指示なし。
　　・Hは、今後、治療方針が決定となれば、管理区分が変更となると思われる。

　　・Iは、腎精検の実施により、「C」から「D」に変更となっており、追加指示なし。

　　・その他の３名（J,K,L）についても、追加指示なし。

③「管理不要」の児童生徒について（５名）
　　・Mは、学校での尿検査時に「生理」であったことがわかっている。精密検査では、問題は
なく、「管理不要」として良い。

・その他の４名（N、O、P、Q）については、運動制限はないが、次年度も管理してみてい
くため、要管理E区分とする。
　④その他
　　・学校における尿検査結果「蛋白４+」について確認すること
　　・尿クレアチニン値の単位が間違っている可能性のある生徒については、主治医から尿蛋白
クレアチニン比が算出されているため、単位の確認は必要なし。
　①～④以外の児童生徒については、追加指示なし。

（２）その他
　　最近の研究結果から、低出生体重児の腎機能障害がわかってきたことについて、意見を交流。
